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１．多様化・複雑化・高度化する看護ニーズを的確に捉え、看護の特定領域における高度な看護実践能力や総合的な調
整能力を身につけている。

４．看護教育者あるいは看護実践者としての基礎的な教育能力を修得している。

我が国の精神保健医療福祉に関する現状と課題について包括的に
まとめ、現在及び将来的に必要とされる施策及びその実現方法に
ついて学ぶ

制度・政策の立案とその実現

我が国の精神保健医療福祉の現状と課題⑨
災害メンタルヘルス（初期）

災害メンタルヘルスに関する法律・制度・サービスを含めた現状
を明らかにし、課題や今後の展望を討議する。

我が国の精神保健医療福祉の現状と課題⑩
災害メンタルヘルス（中長期）

災害メンタルヘルスに関する法律・制度・サービスを含めた現状
を明らかにし、課題や今後の展望を討議する。

制度・政策の立案とその実現
我が国の精神保健医療福祉に関する現状と課題について包括的に
まとめ、現在及び将来的に必要とされる施策及びその実現方法に
ついて学ぶ

我が国の精神保健医療福祉の現状と課題⑥
気分障害

気分障害に関する法律・制度・サービスを含めた現状を明らかに
し、課題や今後の展望を討議する。

我が国の精神保健医療福祉の現状と課題⑧
職場のメンタルヘルス

職場のメンタルヘルスに関する法律・制度・サービスを含めた現
状を明らかにし、課題や今後の展望を討議する。

我が国の精神保健医療福祉の現状と課題⑦
児童・思春期メンタルヘルス

児童・思春期メンタルヘルスに関する法律・制度・サービスを含
めた現状を明らかにし、課題や今後の展望を討議する。

我が国の精神保健医療福祉の現状と課題③
地域・在宅精神保健医療福祉（１）

地域・在宅精神保健医療福祉に関する法律・制度・サービスを含
めた現状を明らかにし、課題や今後の展望を討議する。

我が国の精神保健医療福祉の現状と課題⑤
身体合併症

精神疾患のある人の身体合併症に関する法律・制度・サービスを
含めた現状を明らかにし、課題や今後の展望を討議する。

我が国の精神保健医療福祉の現状と課題④
地域・在宅精神保健医療福祉（２）

地域・在宅精神保健医療福祉に関する法律・制度・サービスを含
めた現状を明らかにし、課題や今後の展望を討議する。

精神保健医療福祉の制度や体制、精神障害者への保健医療や福祉
の変遷と今後のあり方について討議する。

我が国の精神保健医療福祉の歴史的変遷①
～戦前

精神保健医療福祉の制度や体制、精神障害者への保健医療や福祉
の変遷と今後のあり方について討議する。

我が国の精神保健医療福祉の歴史的変遷②
戦後～

精神科入院医療に関する法律・制度・サービスを含めた現状を明
らかにし、課題や今後の展望を討議する。

我が国の精神保健医療福祉の現状と課題②
精神科入院医療（慢性期・重度慢性）

精神科入院医療に関する法律・制度・サービスを含めた現状を明
らかにし、課題や今後の展望を討議する。

我が国の精神保健医療福祉の現状と課題①
精神科入院医療（精神科救急急性期・総合
病院）

精神保健医療福祉における、歴史・法律・
制度が看護に与える影響の概説

本講義の目的・目標の概説を理解する。
高度実践看護看護師として、歴史・法律・制度を学ぶ意義を理解
する。

①講義に対する事前準備及びプレゼンテーション（50％）
②講義におけるディスカッションへの参加（50％）
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参考書等

選択
区分

領域
必修

1）精神保健医療福祉の歴史的変遷について理解することができる。
2）精神保健医療福祉に関する法律や制度について理解することができる。
3) 精神保健医療福祉に関する現状の課題を理解し、今後の展望を検討することができる。
4）精神保健医療福祉に必要な施策及びその実現方法について理解できる。
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　本科目は、精神保健医療福祉の法律・制度・臨床サービスに関して、日本における歴史的経緯及び現状と課題を学習し、諸外国
との比較も踏まえながら、今後の展望を検討することを目的とする。
　なお本科目は、日本看護系大学協議会が定める高度実践看護師教育課程基準（専攻分野共通科目）「１．歴史・法制度に関する
科目」に相当する科目である。
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科目
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共通科目Ⅱ

事前準備
 2-13回　該当する内容に関する文献（海外含む）から予習する。
　　　　 １テーマ約45分間のプレゼンテーションができるよう準備し、授業にプレゼンテーション資料等を持参する。
14-15回　これまでの講義内容を踏まえ、意義・社会的影響・費用対効果・実現可能性を念頭に入れて政策を立案する。

精神保健医療福祉の変化に呼応した法律や制度、サービスを学びます。文献から現状を系統的に分析し、課題や今後の
展望、高度専門看護師としての役割を探求します。
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